
【オホーツク管内】多彩な出会いが生まれる学校図書館 （網走市立潮見小学校）

地域とともにつくる学校図書館

読み聞かせサークル「すまいる」は約20年にわたり潮見小学校での活
動を続けています。現在は月１回以上の読み聞かせを行うほか、通信を
通しておすすめ本の紹介をするなど、子どもたちに読書の楽しさを伝え
ています。また、地域の大学生が「としょサポ」としてボランティア登
録し、無理のない時間で図書整理や子どもたちとの交流を行っています。
こうした地域の方々の温かな協力により、学校図書館を中心に人と人

がつながり、読書を通じたコミュニティが育まれています。

誰もが主体的に学校図書館を活用できる環境の整備

明るく見やすい図書館内のレイアウトが目を引きます。潮見小の学校
図書館には、司書教諭、学校図書館司書、学校図書館担当事務職員の３
名が主として関わり、学習内容や時事、季節に応じたコーナーを設置す
るとともに、玄関前の図書館専用掲示板で利用案内をしています。
専門の職員が調べ学習に役立つ書籍の紹介や、図書を活用した授業へ

のアドバイスを行っているため、児童も教職員も気軽に図書館を利用し
ています。

学校図書館司書（左）、学校図書館担当事務職員

【空知管内】 市立図書館・地域と連携した学校図書館（岩見沢市立第一小学校）

地域で支える心地よい読書環境づくり

学校図書館は、書架の配置やテーマ展示が明るく工夫され、心地よく

本に親しめる空間となっています。破損した本は丁寧に修理し、古く

なった資料は更新するなど、日頃から子どもたちの利用を促進するため

の環境整備にも力を注いでいます。図書館内の清掃や本の修理は、保護

者や図書館ボランティアの皆さんが定期的に行っており、地域とともに

児童の読書習慣を育む場として、温かな雰囲気が広がっています。

併設する市立図書館と連携した読書活動の推進

第一小学校は、校舎内に学校図書館と市立図書館（分室）が併設されてい

ます。授業では基本的に学校図書館を利用しますが、隣室の市立図書館に常

駐している司書と連携し、児童のリクエストに応じた本の提供や調べ学習の

サポート、楽しい企画の実施など、日常的に協働した取組が行われています。

学校図書館と公共図書館を一体的に利用できることで、児童は自然に触れあ

う本が増え、学びの世界を大きく広げています。図書館魔女ミサッキーナからの挑戦状
（図書館に関するクイズ）

保護者の皆さんによる清掃活動


